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第
三
条　

文
字
通
ず
る
次
第

底
本
：
高
知
本　

対
校
本
：
鴻
山
本
・
演
博
本

【
翻
刻
】　

　
　

第
三　

文（
モ
シ
）字

通
す
る
次
第

「
あ
」
の
字
へ
か
よ
ふ
文
字
ハ
、
い
つ
れ
も
〳
〵
上
音
也
。
先
こ
ゝ
ろ
ミ
に
是
を
い
は
ん
。「
さ
」
の
字
を
①
長
引
て
云
ハ
、「
あ
」
の

字
に
成
な
り
。
然
ハ
「
さ
」
の
字
ハ
上
音
也
。
た
と
へ
ハ
角
田
川
の
う
た
ひ
に
「
扨
も
む
さ
ん
や
」
の
「
扨
」
の
「
さ
」
の
字
、「
あ
」

に
か
よ
ふ
是
也
。
い
ろ
は
四
十
余（

ヨ
）字

い
つ
れ
の
字
に
て
も
あ
れ
、
引
て
「
あ
」
の
字
へ
通
え
ハ
上
音
な
り
。「
あ
」
の
字
②
何
こ（

衍
）と

き

云
て
も
、
下
音
に
ハ
お
の
つ
か
ら
い
ひ
に
く
し
。
謡
の
う
ち
③
に
何
時
も
「
あ
」
の
字
に
な
る
時
ハ
、
其
字
則
上
音
と
し
り
心
を
付

よ
。

「
い
」
④
つ

（
マ
マ
・
の
）＊

字
へ
通
す
る
字
ハ
、
何
時
も
中
音
也
。
た
と
へ
ハ
井
筒
の
く
り
の
終
に
、「
月
の
秋
と
て
住
給
ひ
し
に
」、
此
「
に
」

の
字
を
ゆ
り
て
ハ
「
い
ゝ
」
と
ゆ
る
也
。
是
則
中
音
な
れ
は
、
い
か
に
本
ゆ
り
を
よ
く
ゆ
れ
ハ
、
サ
シ
声
云
人
の
た
め
に
よ
し
と
い
ふ

て
も
、
上
音
に
ゆ
り
て
ハ
文
字
移
り
⑤
を
し
り
た
る
人
と
ハ
云
か
た
し
。
中
音
の
き
ミ
あ
ひ
に
、
上
音
下
音
の
中
に
唄
ふ
へ
し
。

「
う
」
の
字
へ
通
す
る
字
は
、
中
音
の
内
の
上
音
な
り
。
其
心
持
に
う
た
ふ
へ
し
。
⑥
「
え
」

＊「
ゑヱ

」
の
字
へ
通
る
字
ハ
、
下
音
の
う

ち
の
中
音
也
。
其
心
持
肝
要
な
り
。「
を
」「
お
」
の
字
へ
通
る
字
ハ
下
音
也
。
其
⑦
心
持
専
一
也
。
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是
秘
蔵
の
事
也
。
此
義
を
き
は
め
て
、
常
に
物
を
い
ふ
と
も
、
文
字
な
ま
り
な
く
、
す
な
ほ
な
る
へ
し
。
此
外
文
字
⑧
の
あ
つ
か
ひ
と

も
奥
に
し
る
せ
り
。

＊
字
…
判
読
困
難
な
一
字
を
「
字
」
に
上
書
き
修
正
し
て
い
る
。

＊
「
ゑヱ

」
の
…
「
ノ
字
」
を
「
ゑ
の
」
に
上
書
き
修
正
し
、「
ゑ
」
に
「
ヱ
」
と
右
傍
記
す
る
。

【
校
異
】

①
長
引
て
―
な
が
く
引
て
（
鴻
・
演
）

②
何
こ
と
き
―
何
時
（
鴻
・
演
）

③
に
―
ナ
シ
（
鴻
・
演
）

④
つ
―
の
（
鴻
・
演
）

⑤
を
―
ナ
シ
（
鴻
・
演
）

⑥
「
え
」「
ゑヱ

」
―
「
ゑ
」「
え
」（
鴻
・
演
）

⑦
心
持
―
こ
ゝ
ろ
へ
（
鴻
・
演
）

⑧
の
―
ナ
シ
（
鴻
・
演
）

【
語
釈
】

〇
き
み
あ
ひ
…
趣
き
。
感
じ
。
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【
現
代
語
訳
】

第
三　

異
な
る
文
字
の
母
音
が
共
通
し
て
い
る
事

「
あ
」
の
字
の
母
音
と
共
通
す
る
発
音
を
持
っ
て
い
る
文
字
は
、
い
ず
れ
も
「
上
音
」
で
あ
る
。
ま
ず
は
試
し
に
、「
あ
」
と
共
通
す

る
字
の
例
を
謡
っ
て
み
よ
う
。「
さ
」
の
字
を
長
く
引
き
伸
ば
し
て
謡
う
と
、「
あ
」
の
字
と
同
じ
母
音
に
な
る
。
な
ら
ば
、「
さ
」
の

字
は
「
上
音
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
角
田
川
」
の
謡
に
あ
る
「
さ
て
も
無
慙
や
」
の
「
さ
て
」
の
「
さ
」
の
字
は
、「
あ
」
の
字
の
母

音
と
共
通
す
る
。「
い
ろ
は
」
の
四
十
余
字
は
、
ど
の
字
で
あ
っ
て
も
、
引
き
伸
ば
し
て
「
あ
」
の
字
と
同
じ
母
音
に
な
れ
ば
、
そ
れ

は
上
音
で
あ
る
。「
あ
」
の
字
は
、い
つ
謡
っ
て
も
、お
の
ず
と
「
下
音
」
に
は
謡
い
に
く
い
。
謡
の
中
の
字
が
、ど
ん
な
時
で
も
「
あ
」

の
字
と
同
じ
母
音
に
な
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
、
そ
の
字
を
「
上
音
」
と
認
識
し
て
注
意
を
向
け
よ
。　

「
い
」
の
字
の
母
音
と
共
通
す
る
発
音
を
持
っ
て
い
る
字
は
、
常
に
「
中
音
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
井
筒
」
の
ク
リ
の
終
わ
り
に

「
月
の
秋
と
て
、
住
み
給
ひ
し
に
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
に
」
の
字
を
ユ
リ
で
謡
う
時
は
、「
い
い
」
と
引
き
伸
ば
し
て
揺
ら
し
て
謡

う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
「
中
音
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
い
く
ら
本
ユ
リ
を
た
っ
ぷ
り
と
よ
く
揺
ら
し
て
謡
う
の
が
、
次
の
サ
シ
を
謡
う

人
の
た
め
に
良
い
と
は
言
っ
て
も
、「
上
音
」
に
揺
ら
し
て
謡
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
文
字
か
ら
文
字
へ
の
続
き
具
合
を
わ
き
ま
え
て
い

る
人
と
は
言
い
難
い
。「
中
音
」
の
趣
き
を
出
す
に
は
、「
上
音
」
と
「
下
音
」
の
中
間
で
謡
う
の
が
よ
い
。

「
う
」
の
字
の
母
音
と
共
通
す
る
発
音
を
持
っ
て
い
る
字
は
、「
中
音
」
の
う
ち
の
「
上
音
」（「
中
上
音
」）
で
あ
り
、
そ
の
心
構
え

で
謡
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
え
」「
ゑ
」
の
字
の
母
音
と
共
通
す
る
発
音
を
持
っ
て
い
る
字
は
、「
下
音
」
の
う
ち
の
「
中
音
」
で

あ
り
、
そ
の
心
構
え
が
肝
要
で
あ
る
。「
を
」「
お
」
の
字
の
母
音
と
共
通
す
る
発
音
を
持
っ
て
い
る
字
は
「
下
音
」
で
あ
り
、
そ
の
心

構
え
が
第
一
で
あ
る
。

以
上
は
秘
蔵
の
教
え
で
あ
る
。
こ
の
道
理
を
極
め
て
い
れ
ば
、
常
に
何
か
を
謡
っ
て
い
て
も
、
訛
っ
た
文
字
の
発
音
を
な
く
し
、
癖

の
な
い
正
し
い
発
音
で
謡
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
の
文
字
の
扱
い
方
な
ど
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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【
解
説
】

謡
に
お
い
て
母
音
（a,

i,
u,

e,
o

）
を
引
き
伸
ば
し
て
謡
っ
た
時
の
発
音
が
、「
上
音
」「
中
音
」「
下
音
」
の
い
ず
れ
に
分
類
さ

れ
る
の
か
を
、
具
体
例
と
と
も
に
説
明
し
た
条
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
「
上
音
」「
中
音
」「
下
音
」
は
、
現
在
の
一
般
的
な

謡
用
語
の
う
ち
、
基
本
の
音
階
音
を
示
す
上
音
（
高
い
音
）・
中
音
（
中
間
の
高
さ
の
音
）・
下
音
（
低
い
音
）
と
同
じ
意
味
で
は
用
い

ら
れ
て
い
な
い
。

竹
村
明
日
香
・
宇
野
和
・
池
田
來
未
に
よ
る
論
考
「
謡
伝
書
に
お
け
る
五
十
音
図
│
発
音
注
記
に
着
目
し
て
│
」（『
日
本
語
の
研
究
』

第
一
四
巻
四
号
・
二
〇
一
八
年
）
に
よ
る
と
、
室
町
後
期
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て
作
ら
れ
た
謡
伝
書
の
う
ち
「
三
内
説
系
伝
書
」（
悉

曇
学
の
影
響
が
強
く
、
五
十
音
図
の
行
を
「
口
喉
舌
唇
」、
段
を
「
上
音
／
中
音
／
下
音
」
の
対
立
で
捉
え
る
系
統
の
伝
書
群
）
に
お

い
て
、
五
十
音
図
の
各
段
に
「
上
音
」「
中
音
」「
下
音
」
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
以
下
の
対
応
関
係
に
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
段
：
上
音　

イ
段
：
中
音　

ウ
段
：
中
上
音　

エ
段
：
下
中
音　

オ
段
：
下
音

こ
の
対
応
関
係
は
『
う
た
ひ
鏡
』
の
記
述
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
論
考
「
謡
伝
書
に
お
け
る
五
十
音
図
」
に
よ
る
と
、
同
様
の
内

容
は
、『
混
沌
懐
中
抄
（
節
章
句
秘
伝
抄
）

（
1
）』、『

五
音
三
曲（

2
）』、「

永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書（

3
）」

な
ど
に
も
確
認
で
き
る
と
い
う
。

具
体
的
な
例
と
し
て
、「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」
よ
り
、
五
十
音
の
発
音
を
示
し
た
図
「
伍
音
之
次
第
」
と
『
う
た
ひ
鏡
』

と
近
似
す
る
「
一
、
文
字
之
通
す
る
次
第
」
の
本
文
を
、【
参
考
資
料
】
に
掲
示
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
論
考
「
謡
伝
書
に
お
け
る
五
十
音
図
」
で
は
、
こ
う
し
た
対
応
関
係
に
つ
い
て
、「
な
ぜ
こ
れ
ら
の
語
（
※
筆
者
注
、「
上
音
」

「
中
音
」「
下
音
」
を
指
す
）
が
段
注
記
に
用
い
ら
れ
た
の
か
、ま
た
な
ぜ
上
音
か
ら
下
音
へ
と
順
に
充
て
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
関

し
て
は
明
快
な
答
え
を
出
し
に
く
い
」
と
の
見
解
を
示
し
た
上
で
、
五
十
音
図
の
段
注
記
は
、
謡
の
音
に
感
じ
た
高
低
差
を
示
し
た
も

の
で
あ
り
、「
ア
段
の
上
音
に
対
し
て
、
イ
ウ
エ
オ
段
が
〝
相
対
的
に
低
い
〞
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
」
と
分
析
す
る
。
さ
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ら
に
、
そ
の
〝
相
対
的
な
低
さ
〞
に
つ
い
て
は
、「
厳
密
に
定
義
す
る
の
は
難
し
い
が
、
大
枠
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
ア
段
以
降
に
開
口

度
が
小
さ
く
な
り
、
聞
こ
え
度
も
下
が
り
、
ウ
段
オ
段
が
円
唇
か
つ
後
舌
で
の
調
音
と
な
る
こ
と
で
、
音
が
次
第
に
低
く
な
っ
て
い
く

と
い
う
印
象
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、『
音
曲
玉
淵
集（

4
）』

巻
一
に
、
ア
段
「
あ
か
さ
た
な

は
ま
や
ら
わ
」
に
つ
い
て
、「
是
は
陽
声
に
て
開
音
成
故
に
、
口
中
開
き
、
息
も
れ
、
音
声
出
過
て
、
文
字
う
き
上
り
、
或
は
長
く
成
、

或
は
大
き
に
な
り
、
安
く
続
く
内
に
た
る
む
字
な
り
」
と
記
さ
れ
、
ア
段
す
な
わ
ち
上
音
が
開
音
（
口
を
大
き
く
広
げ
た
音
）
と
説
明

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
推
測
を
裏
付
け
よ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
論
考
「
謡
伝
書
に
お
け
る
五
十
音
図
」
が
指
摘
す
る

通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
指
す
具
体
的
な
音
の
高
低
差
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、「
渾
然
一
体
と
な
っ
た
調
音
的
な
差
を
辛
う
じ
て
区

分
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
「
上
音
」「
中
音
」「
下
音
」
で
あ
り
、そ
れ
が
三
内
説
伝
書
で
の
調
音
把
握
の
限
界
だ
っ
た
」
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
平
安
時
代
中
頃
に
悉
曇
学
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
五
十
音
図
は
、
原
則
と
し
て
学
僧
の
間
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の

で
あ
り
、
江
戸
前
期
に
契
沖
を
は
じ
め
と
す
る
国
学
者
に
よ
っ
て
再
整
備
さ
れ
た
も
の
の
、
明
治
時
代
に
学
校
教
育
に
採
用
さ
れ
る
ま

で
、
決
し
て
一
般
的
に
知
ら
れ
た
配
列
法
で
は
な
か
っ
た
。
室
町
後
期
以
降
の
謡
伝
書
が
、
五
十
音
図
を
謡
の
発
音
の
整
理
に
使
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
五
十
音
図
の
利
用
は
、
た
と
え
そ
の
実
態
が
具
体
的
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
だ
け
で
謡
伝
書
と
し
て
の
秘
伝
的
な
価
値
を
高
め
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
1
）  

一
五
〇
六
年
金
春
元
安
（
禅
鳳
）
奥
書
、
一
五
五
九
年
暮
松
通
春
写
。『
能
楽
資
料
集
成
2　

細
川
五
部
伝
書
』（
表
章
校
訂
、
一
九
七
三
年
わ

ん
や
書
店
）
所
収
。

（
2
）  

一
五
九
一
年
写
。観
世
文
庫
所
蔵
。観
世
ア
ー
カ
イ
ブ
：http://gazo.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/kanzegazo/detail.php?no1=1&

no2=6&
no3=1

公
開
。
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（
3
）  

六
世
観
世
大
夫
元
広
（
道
見
）
奥
書
の
謡
伝
書
。
伝
本
と
し
て
、「
五
音　

観
世
道
見
書
物
」（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
蔵
）
と

『
音
曲
秘
伝
書
』（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
秋
田
家
史
料
蔵
）の
二
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
本
に
、『
謡
曲
拾
穂
鈔
』（
一
六
八
七

年
刊
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
編
著
者
未
詳
で
あ
り
、「
五
音　

観
世
道
見
書
物
」『
音
曲
秘
伝
書
』
に
つ
い
て
は
、
書
写
年
代
、
書
写
者
と
も
に

未
詳
で
あ
る
。
伝
音
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
：
高
橋
葉
子
編
「
謡
伝
書
の
具
体
的
理
解
と
体
系
的
把
握
に
向
け
て
―
「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝

書
」
の
翻
刻
デ
ー
タ
公
開
―
補
遺　

観
世
宗
節
筆
「（
音
曲
）
十
五
之
次
第
」
翻
刻
」https://rijtm

.kcua.ac.jp/archives/
kanzedom

izaihandensyo.htm
l

公
開
。

（
4
）  

三
浦
庚
妥
著
。
謡
曲
の
謡
い
方
に
つ
い
て
の
解
説
書
。
一
七
二
七
年
刊
。『
音
曲
玉
淵
集
』（
一
九
七
五
年
臨
川
書
店
）
に
拠
っ
た
。

【
参
考
資
料
】

『
う
た
ひ
鏡
』
と
異
本
関
係
に
あ
る
「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」
の
『
音
曲
秘
伝
書
』（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
秋
田
家
史
料
蔵
）
よ
り
「
伍

音
之
次
第
」
の
図
、「
五
音　

観
世
道
見
書
物
」（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
蔵
）
よ
り
「
一
、
文
字
之
通
す
る
次
第
」
の
本
文
を
、
伝
音

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
「
謡
伝
書
の
具
体
的
理
解
と
体
系
的
把
握
に
向
け
て
―
「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」
の
翻
刻
デ
ー
タ
公
開
―
補
遺　

観
世
宗

節
筆
「（
音
曲
）
十
五
之
次
第
」
翻
刻
」（
注
3
参
照
）
か
ら
、
以
下
に
抜
粋
し
た
。
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うたひ鏡　上巻

一
、
文
字
之
通
す
る
次
第
、 

あ
、
あ
の
字
に
つ
う
す
る
字
ハ
、
何い

つ
れ

も
〳
〵
上
音
也
、

あ
ハ
上
音
の
を
や
字
也
、

い
、
い
の
字
へ
つ
う
す
る
字
ハ
、
中
音
な
り
、

い
ハ
中
音
の
お
や
字
な
り
、 

う
、
う
の
字
へ
つ
う
す
る
字
ハ
、
中
音
の
内
の
上
音
な
り
、

ゑ
、
ゑ
の
字
へ
つ
う
す
る
字
ハ
、
下
音
也
、
但
下
音
の
内
の
中
音
な
り
、

を
、
お
の
字
へ
つ
う
ず
る
字
ハ
、
下
音
也
、
此
五
字
を
も
つ
て
、
上
音
、

中
音
、
下
音
、
引
て
知
也
、 

右
、
四
十
五
字
の
大
事
と
い
つ
は
、
あ
い
う
ゑ
を
の
五
字
に
き
ハ
ま
る
な

り
、
五
字
の
う
へ
に
て
あ
つ
か
ふ
也
、
是
を
ハ
、
は
や
く
相
伝
さ
せ
さ
る

も
の
な
り
、
い
か
に
も
秘
す
べ
し
、
し
つ
た
ん
の
き
ハ
め
た
る
と
い
ふ
者

も
、
是
を
た
や
す
く
ハ
し
ら
す
、
師
の
ゆ
る
し
と
云
ハ
、
是
成
べ
し
、
此

外
に
五
字
の
な
ら
ひ
あ
る
べ
か
ら
す
、
定
次
第
此
分
別
也
、
是
つ
ね
に
覚

し
て
、
人
の
前
に
て
物
を
い
う
な
ら
は
、
字
の
な
ま
る
事
あ
る
へ
か
ら
す

候
、
弥
々
相
伝
の
口
伝
あ
る
へ
く
候
、

（
長
田 

あ
か
ね
）




